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中
学
へ
入
学
し

た
時
、
教
室
の
黒

板
の
両
端
に
日
本

地
図
と
世
界
地
図

が
掲
げ
て
あ
っ

た
。
両
方
を
比
較
し
て
子
ど
も

心
に
奇
妙
に
見
え
た
。
日
本
地

図
の
県
境
は
曲
が
り
く
ね
っ
て

い
る
の
に
、
北
米
大
陸
や
ア
フ

リ
カ
等
は
国
境
や
州
の
境
界
が

直
線
で
あ
る
。
日
本
の
県
境
は

自
然
の
河
川
や
山
の
尾
根
や
海

峡
で
あ
る
。
そ
の
た
め
直
線
に

は
な
り
得
な
い
。
そ
こ
に
住
む

人
間
の
長
い
歴
史
や
文
化
を
反

映
し
て
い
る
▼
と
こ
ろ
が
、
米

国
の
州
境
は
直
線
が
多
く
コ
ロ

ラ
ド
州
等
は
長
方
形
で
あ
る
。

州
境
に
人
間
が
す
ん
で
い
な
か

っ
た
の
か
？
先
住
民
が
多
数
居

住
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？

白
人
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
何
の

連
絡
も
な
し
に
突
然
土
足
で
入

り
込
ん
で
、
先
住
民
を
殺
戮
し

土
地
を
奪
っ
た
。
先
住
民
の
意

向
を
全
く
無
視
し
頭
越
し
で
、

ま
る
で
ピ
ザ
を
ナ
イ
フ
で
切
る

よ
う
に
国
境
や
州
境
を
決
め
て

し
ま
っ
た
▼
西
部
開
拓
と
い
え

ば
聞
こ
え
は
良
い
が
、
実
際
に

は
先
住
民
のholocaust

で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
現
在
、
米
国
で

は
西
部
劇
映
画
は
制
作
で
き
な

い
。
上
映
し
た
ら
人
権
擁
護
団

体
か
ら
訴
え
ら
れ
る
▼
そ
の

後
、
西
海
岸
へ
到
達
し
た
ア
メ

リ
カ
人
は
太
平
洋
を
め
ざ
し

た
。
ハ
ワ
イ
に
は
カ
メ
ハ
メ
ハ

大
王
が
い
た
が
、
武
力
で
威
圧

し
ハ
ワ
イ
を
併
合
し
た
（
１
８

９
３
年
）。
ア
メ
リ
カ
人
の
手

は
汚
れ
て
い
る
。
他
国
へ
自
分

の
や
り
方
を
強
引
に
押
し
つ
け

る
悪
い
癖
が
あ
る
▼
翻
っ
て
今

回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
、
米
国

の
長
期
戦
略
が
垣
間
見
え
る
。

21
世
紀
中
葉
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
中

国
に
凌
駕
さ
れ
る
恐
れ
が
出
て

き
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
を
取
り

込
ん
で
の
対
中
国
包
囲
網
の
一

環
か
？
争
い
ご
と
に
は
巻
き
込

ま
れ
た
く
な
い
も
の
だ
（
鼻
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

評議員会特別講演、開催迫る ２面

８面第20回日常診より
患者満足度アンケート

研
面
究

春
の
共
済
制
度
普
及　

好
評
受
付
中

春
の
共
済
制
度
普
及　

好
評
受
付
中
!!

６
面
に
広
告

　

協
会
で
は
４
月
か
ら
６

月
ま
で
を
「
春
の
組
織
強

化
月
間
」
と
し
、
７
０
８

０
人
会
員
の
目
標
を
掲
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４
月
は
40
人
の
入
会
を
得

て
、
会
員
総
数
が
７
０
１

３
人
と
な
り
、
節
目
の
７

０
０
０
人
を
突
破
し
ま
し

た
。

　

診
療
報
酬
改
定
研
究
会

等
の
研
究
会
へ
の
参
加
や

ら
れ
ま
し
た
。
社
会
保
障

の
拡
充
と
と
も
に
、「
身

近
で
役
に
立
つ
協
会
」
へ

の
期
待
が
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
に
は
、
引
き
続

き
お
知
り
合
い
の
先
生
や

ご
子
弟
な
ど
へ
、
入
会
の

お
す
す
め
や
紹
介
状
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有
利
な
協
会
グ
ル
ー
プ
保

険
や
保
険
医
年
金
、
所
得

補
償
保
険
へ
の
加
入
を
き

っ
か
け
に
入
会
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

保
険
請
求
の
問
い
合
わ

せ
、
共
済
制
度
へ
の
加
入

に
よ
る
入
会
や
、
会
員
か

ら
の
紹
介
で
自
院
の
勤
務

医
や
ご
子
弟
の
入
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
、
会
員
の
先
生
方
の
ご

協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定

も
実
質
は
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
い
う
中
で
、
改
定
研
究

会
の
会
場
で
は
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
と
あ
わ
せ
、

患
者
負
担
軽
減
、
消
費
税

増
税
反
対
を
求
め
る
請
願

署
名
に
多
く
の
会
員
や
医

療
関
係
者
の
協
力
が
寄
せ

会
員
数
７
千
人
を
達
成

組
織
部
長　
　

池
本　

恒
彦

日　　時　６月17日（日）13時30分～
会　　場　チサンホテル神戸（｢高速神戸」駅　直結　徒歩１分）
記念講演　15時30分～　

カプセル内視鏡の有用性と
　　今後の展望

講　　師　慶應義塾大学医学部　内視鏡センター助教

 細江　直樹　先生（写真）

お問い合わせは、☎078－393－1801　協会事務局まで
懇 親 会　17時30分～（参加費不要）

兵庫県保険医協会　　第44回総会

兵庫県医師会と懇談

川島会長、西田副会長に
こども病院ポーアイ移転
ＴＰＰ・原発問題を聴く

 ４・５面

TPPが医療を壊すTPPが医療を壊す
市民公開シンポジウム開催予定　ぜひご参加を

日　時　６月３日（日）15時～　　会　場　協会会議室　　参加費　無料
15時～　　　基調講演：関岡英之先生
16時10分～　シンポジウム
パネリスト： 関岡英之先生（ノンフィクション作家）
　　　　　　田中康夫先生（衆議院議員）
　　　　　　色平哲郎先生（佐久総合病院地域医療部・地域ケア科医長）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807　有本まで

　

協
会
の
診
療
内
容
向
上
研
究
会
（
診
内
研
）
が
「
日
々
の

臨
床
に
役
立
つ
知
識
が
得
ら
れ
る
」「
医
学
の
最
新
知
見
や

著
名
な
講
師
の
話
が
無
料
で
聞
け
る
」
と
好
評
を
得
て
い

る
。
４
月
28
日
の
第
４
７
５
回
診
内
研
も
、
会
場
い
っ
ぱ
い

の
１
３
３
人
が
参
加
し
、
盛
況
と
な
っ
た
。

　

４
月
28
日
の
「
胸
部
単
純
Ｘ

線
写
真
の
見
方
・
読
み
方
」

（
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
副

院
長
・
郡
義
明
先
生
）
で
は
、

胸
部
単
純
Ｘ
線
の
正
面
像
、
側

面
像
に
関
し
て
見
落
と
し
を
少

な
く
す
る
た
め
の
読
影
手
順
や

ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
た
。
講

演
後
も
、
参
加
者
が
列
を
つ
く

っ
て
講
師
に
質
問
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

　

診
内
研
は
毎
月
１
回
実
施

し
、
話
題
の
テ
ー
マ
や
日
常
診

療
に
役
立
つ
内
容
に
つ
い
て
、

そ
の
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
講
師
を
招
聘
し
て
い
る
。

　

最
近
で
は
「
リ
ン
パ
浮
腫
の

治
療
と
ケ
ア
〜
リ
ン
パ
浮
腫
保

存
的
治
療
」（
後
藤
学
園
附
属

リ
ン
パ
浮
腫
研
究
所
所
長
・
佐

藤
佳
代
子
先
生
）「
生
活
習
慣

病
と
骨
粗
鬆
症
の
診
療
」（
近

畿
大
学
再
生
医
療
学
講
座
主
任

教
授
・
梶
博
史
先
生
）
な
ど
の

テ
ー
マ
で
開
催
し
て
き
た
。

　

次
回
６
月
16
日
は
「
妊
娠
中

お
よ
び
授
乳
中
の
薬
の
使
い

方
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
予
定

（
詳
細
７
面
）。

第一線の知識を求め、多数
の医師が参加（４月28日）

〝最新知見〝最新知見がが毎月得られる〟毎月得られる〟
診療内容向上研究会が好評　４月は133人参加

　例外品目なく関税を撤廃するTPP

は、農業や食品だけでなく、医療にも

重大な悪影響を与え、国民生活を脅か

すことが明らかとなっている。

　しかし、野田首相は、ゴールデンウ

ィークの政権交代後初の米国公式訪問

で、「TPPはアジア太平洋自由貿易圏

実現への道筋の一つ」などと、あくま

で参加を目指す姿勢を見せた。

　こうした中、兵庫県保険鍼灸師会な

ど県下の医療団体は、TPPに関する学

習会を開催し、協会も講師を派遣する

など協力している。４月23日に行われ

た阪神医療生協の学習会「TPPで医療

はどうなる？」では、医療関係者ら20

人が参加。川西敏雄副理事長が、TPP

が混合診療の全面解禁につながるこ

と、デフレをさらに悪化させ地域経済

に大打撃となることを解説した。

　協会は、TPPが医療に与える影響を

さらに多数の市民に知らせようと、専

門家・医師・政治家を交えてTPPと日

本のこれからを問うシンポジウムを開

催する。ぜひ、スタッフ・患者さんを

お誘い合わせの上、ご参加いただきた

い。

歯科医療安全研究会が好評 ３面

５月26日（土）は協会事務所内電話工事のため電話が
つながりにくいことがあります。ご了承ください。
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保
団
連
は
４
月
22
日
に
、
原

発
問
題
学
習
交
流
会
を
開
催
し

た
。
全
国
か
ら
20
協
会
・
49
人

が
出
席
し
、
兵
庫
協
会
か
ら
、

林
祐
介
副
理
事
長
と
山
中
忍
評

議
員
が
参
加
し
た
。
山
中
先
生

の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
上
映
さ

れ
た
。
人
類
の
未
来
を
作
用
す

る
も
の
は
、
第
１
が
ネ
ッ
ト
で

あ
り
、
第
２
が
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
移
行
と
の
内
容
で

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
島
根
大
学
法
文
学

部
の
上
園
昌
武
教
授
に
よ
る

「
脱
原
発
と
地
球
温
暖
化
対
策

い
る
の
か
？
」「
目

先
の
営
利
が
優
先
さ

れ
た
企
業
中
心
の
政

治
が
行
わ
れ
て
い
る

現
状
は
、
政
治
に
理

念
と
哲
学
が
欠
落
し

て
お
り
危
険
か
つ
狂

気
で
も
あ
る
」
な
ど

の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
福
島
県

保
険
医
協
会
副
会
長

の
松
本
純
先
生
に
よ

る
現
地
の
貴
重
な
現

状
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　

福
島
は
深
刻
な
放

射
能
の
農
地
山
林
の

全国から20の保険医協会が参加した

の
両
立
が
可
能
」
と
の
主
旨
の

講
演
が
行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
か

ら
の
極
め
て
重
大
な
日
本
へ
の

警
告
情
報
を
拝
聴
し
た
。

　

講
演
は
、「
原
爆
が
２
度
投

下
さ
れ
、
さ
ら
に
福
島
第
一
原

発
に
よ
る
甚
大
な
放
射
能
汚
染

を
経
験
し
た
日
本
は
、
な
ぜ
今

原
発
を
再
稼
働
し
よ
う
と
し
て

土
壌
汚
染
と
海
洋
汚
染
問
題
に

よ
り
、
第
一
次
産
業
に
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
た
。
さ
ら
に
人

口
が
１
割
以
上
流
出
す
る
も
、

８
割
以
上
の
人
が
福
島
に
留
ま

っ
て
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

　

松
本
先
生
は
、「
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
の
早
期
成
立

が
待
た
れ
る
が
、
そ
こ
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
よ
る
国
際
自
由
競
争
を
持

っ
て
来
な
い
で
ほ
し
い
」「
福

島
県
議
会
は
県
内
10
基
の
原
発

廃
炉
を
決
議
し
た
。
節
電
対
策

で
原
発
ゼ
ロ
の
可
能
性
を
さ
ら

に
示
し
、
こ
れ
以
上
住
民
犠
牲

に
よ
る
原
発
再
稼
働
は
許
さ
れ

な
い
。『
ノ
ー
モ
ア
・
フ
ク
シ

マ
』
に
よ
り
福
島
を
絶
対
に
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

　

改
め
て
、
保
険
医
協
会
員
と

し
て
今
何
が
で
き
う
る
の
か
？

現
地
の
声
を
真
摯
に
拝
聴
す
る

べ
き
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

 

【
灘
区　

山
中　

忍
】

保団連原発問題交流会

福島の声に耳を傾けよう

　

５
月
20
日
の
協
会
第
81
回
評

議
員
会
特
別
講
演
に
、
こ
の
間

ラ
ブ
コ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い

た
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

の
益
川
敏
英
先
生
を
お
迎
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

益
川
先
生
は
、「
九
条
科
学

者
の
会
」
の
一
員
で
も
あ
り
、

「
平
和
の
責
任
は
科
学
者
に
も

あ
り
、
科
学
者
が
科
学
だ
け
し

て
お
れ
ば
い
い
時
代
で
は
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
医
療
者
に
も
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
は
対
談
形
式
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
質

問
を
用
意
し
て
盛
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
質
問
を
募
集
い
た
し
ま
す

の
で
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

当
日
ご
参
加
の
方
に
は
、
ブ

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者

益
川
先
生
講
演
を
お
楽
し
み
に

　

「
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師

の
会
」
で
は
、
発
足
以
来
、
数

々
の
講
演
会
を
企
画
・
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
市
民
の
方
々
に

も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

講
演
を
通
じ
て
戦
争
の
な
い
平

和
の
重
要
性
を
確
認
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

２
年
半
前
の
政
権
交
代
で
、

沖
縄
県
の
米
軍
基
地
移
転
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
に

い
た
っ
て
、
日
米
安
保
条
約
に

つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

安
保
条
約
は
本
当
に
必
要
な

の
か
ど
う
か
？　

ま
ず
、
沖
縄

の
基
地
問
題
を
考
え
る
こ
と
に

し
、
現
状
を
沖
縄
県
保
険
医
協

会
の
仲
里
尚
実
理
事
長
に
「
基

地
は
い
ら
な
い
。
ど
こ
に
も―

普
天
間
基
地
問
題
と
私
た
ち
」

と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し

た
。
次
に
、

元
宜
野
湾
市

長
の
伊
波
洋

一
氏
と
元
内

閣
官
房
副
長
官
補
の
柳
澤
協
二

氏
の
対
談
を
企
画
し
、「
日
米

安
保
是
非
を
超
え
て　

ど
う
す

る
米
軍
基
地
問
題
」
と
題
し
て

市
民
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

柳
澤
氏
は
「
防
衛
官
僚
は
護

憲
派
が
多
い
」
と
述
べ
た
上

で
、「
海
兵
隊
は
抑
止
力
た
り

え
る
か
？
」
と
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
伊
波
氏
は
「
沖
縄
県
知
事

選
で
は
敗
れ
た
が
、
基
地
を
県

外
へ
と
方
向
性
を
つ
け
る
こ
と

に
成
功
し
た
」
と
し
て
、「
普

天
間
基
地
を
一
緒
に
な
く
そ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
対
談
は
京
都
や
札
幌
で

も
開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
本

書
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

読
め
ば
、
普
天
間
基
地
で
何

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

ア
メ
リ
カ
の
目
論
見
や
中
国
の

国
際
感
覚
を
知
る
こ
と
に
な

り
、
市
民
運
動
の
重
要
性
が
わ

か
り
ま
す
。

定価　600円＋税
発行　かもがわ出版
お求めは、保険医協会
☎078－393－1807まで

　

民
間
に
お
金
が
増
え
れ
ば
自

然
と
税
収
も
増
大
し
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
に
も
、
消
費
税
増
税
に
反
対

す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
全
て
の

人
々
、
特
に
国
会
議
員
の
み
な

さ
ん
に
一
度
は
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
本
で
す
。
推
薦
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

【
姫
路
市　

池
内　

春
樹
】

　

な
な
み
の
ゆ
う
氏
が
新
た
に

「
お
金
と
は
何
か
」
を
考
察

し
、
お
金
の
本
質
は
お
金
が
お

金
を
生
む
信
用
創
造
機
能
で
あ

り
、
お
金
を
配
れ
ば
日
本
経
済

は
復
活
す
る
と
の
理
論
を
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
の
結
論
は
「
政
府
は
大
量

の
国
債
を
発
行
し
て
お
金
を
得

て
、
そ
の
お
金
を
国
民
に
配

れ
」
で
す
。

４
月
14
日
理
事
会

◇
出
席　

30
人

◇
情
勢　

神
戸
市
は
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
医
療
産
業
都
市
で

市
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
１

０
４
２
億
円
に
上
る
と
の
試
算

（
11
年
３
月
末
）
を
発
表
し

た
。
山
本
じ
ゅ
ん
じ
市
議
（
共

産
）
は
、
08
年
ま
で
に
国
費
を

含
め
１
３
０
０
億
円
が
投
入
さ

れ
て
お
り
、
投
資
額
に
見
合
っ

た
経
済
波
及
効
果
で
は
な
い
と

し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
県
立
こ

ど
も
病
院
移
転
問
題
に
つ
い

て
、
県
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
、
港
島
が
孤
立
状
態
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
中
で
県
に

公
開
質
問
状
を
提
出
、
神
戸
市

医
師
会
が
県
に
要
望
書
を
提
出

し
、
県
が
方
針
決
定
し
た
現
時

点
で
も
移
転
反
対
の
意
思
を
表

明
し
て
お
り
、
協
会
各
支
部
か

ら
市
町
に
対
し
、
県
に
意
見
書

を
提
出
す
る
よ
う
再
度
働
き
か

け
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
②
４

／
12
に
県
医
師
会
館
で
吉
岡
厳

・
郷
地
両
副
理
事
長
が
川
島
県

医
師
会
長
・
西
田
副
会
長
と
の

懇
談
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
保
険
で
よ
り
よ
い
歯
科
医
療

　

３
／
27
に
相
生
市
で
請
願
が

採
択
さ
れ
、
県
下
41
自
治
体
中

23
議
会
に
。

◇
共
済
部　

①
保
険
医
年
金
シ

ェ
ア
変
更
（
三
井
生
命
▲
６
・

５
％
分
を
、
富
国
・
日
生
・
太

陽
に
振
り
分
け
）
②
５
月
１
日

か
ら
の
予
定
利
率
が
１
・
２
５

９
％
に
③
ソ
ニ
ー
生
命
が
グ
ル

ー
プ
保
険
受
託
参
入
。

◇
Ｍ
＆
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大

阪
府
保
険
医
協
同
組
合
の
中
村

厚
理
事
長
、
湯
浅
直
巳
専
務
理

事
が
来
局
し
、「
Ｍ
＆
Ｄ
ネ
ッ

ト
」
の
利
用
を
案
内
し
た
。

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

姫
路
市
御
立
西

◇
条
件
等　

経
験
不
問
。
経

験
に
応
じ
て
待
遇
相
談
。
常

勤
・
非
常
勤
、
期
間
問
わ
ず

◇
矯
正
治
療
技
術
は
当
院
で

研
修
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
079―

293―

０
０
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
079―

293―

１
７
０
０

板
垣
ま
で

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

藤
森
永
二
郎
先
生

西
宮
市　

内
科

４
月
13
日　

享
年
62
歳

伊
波
洋
一
×
柳
澤
協
二

「
対
論 

普
天
間

基
地
は
な
く
せ
る
」

な
な
み
の
ゆ
う　

著

お
金
を
配
れ
ば
日
本
復
活

 

政
府
借
金
は
雪
だ
る
ま
に
な
ら
な
い

定価　952円＋税
発行　パレード
お求めは、保険医協会
☎078－393－1807まで

４
月
28
日
理
事
会

◇
出
席　

36
人

◇
情
勢　

①
生
活
保
護
制
度
に

つ
い
て
厚
労
省
は
、
過
剰
診
療

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
他
の
医
療

機
関
を
受
診
さ
せ
る
、
他
医
療

機
関
受
診
命
令
を
出
せ
る
よ
う

に
す
る
方
針
を
固
め
た
。
本
人

が
従
わ
な
い
場
合
は
保
護
打
ち

切
り
も
行
う
と
し
て
い
る
②
国

民
医
療
推
進
協
議
会
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

反
対
総
決
起
集
会
を
開
催
し
８

０
０
人
が
参
加
。
反
対
運
動
の

盛
り
上
が
り
を
受
け
、
首
相
は

訪
米
前
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
正

式
表
明
を
断
念
。

◇
医
療
運
動
対
策　

消
費
税
一

点
に
絞
っ
た
院
長
署
名
を
医
科

歯
科
正
会
員
に
送
信
し
、
17
日

の
国
会
要
請
行
動
で
活
用
す
る

方
針
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
診
療
報
酬
改
定
・
介
護
報
酬

改
定
対
策　

医
科
の
レ
セ
プ
ト

影
響
率
調
査
の
結
果
や
「
新
点

数
・
介
護
報
酬
Ｑ
＆
Ａ
」
２
次

研
究
会
の
参
加
状
況
等
が
報
告

さ
れ
、
４
月
以
降
も
訂
正
通
知

等
を
出
し
続
け
て
い
る
厚
労
省

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

◇
「
保
険
で
よ
り
よ
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

市
民
講

座
「
歯
を
大
切
に
し
て
健
康
が

花
咲
い
た
町
、
８
０
２
０
運
動

発
祥
の
地
、
兵
庫
県
・
南
光
町

の
経
験
か
ら
」（
７
／
１
）

と
、「
保
険
で
良
い
歯
科
」
署

名
推
進
・
街
頭
宣
伝
活
動
（
６

／
９
、
７
／
１
）
へ
の
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部　

協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
新
た
に

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定

特
集
ペ
ー
ジ
」
を
設
け
た
結

果
、
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数

が
増
え
て
い
る
状
況
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
理
事
会
特
別
討
論　

「
社
会

保
障
財
源
は
消
費
税
増
税
し
か

な
い
の
か
」
清
家
裕
税
理
士
が

講
演
し
、
討
論
し
た
。

アースデーひょうごアースデーひょうご

““自然エネ中心社会へ自然エネ中心社会へ””
 日本環境学会会長が講演 日本環境学会会長が講演

　

協
会
も
協
賛
す
る
「
ア
ー
ス

デ
ー
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
２
」
の

記
念
講
演
会
が
４
月
22
日
、
兵

庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
市
民
ら
40
人
が
参
加
し

た
。
協
会
環
境
・
公
害
対
策
部

の
森
岡
芳
雄
部
長
も
出
席
し

た
。

　

「
原
発
を
な
く
し
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
中
心
社
会
へ
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
日
本
環
境
学
会

会
長
・
元
立
命
館
大
学
教
授
の

和
田
武
氏
は
、
日
本
が
豊
か
な

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
国
で
あ

り
、
電
力
買
い
取
り
制
度
の
整

備
に
よ
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
可

能
性
な
ど
を
強
調
し
た
。

　

和
田
氏
は
、
国
内
年
間
発
電

量
を
大
き
く
上
回
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
ち
な
が
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
が
進
ま
な
い
の
は
、
技

術
や
可
能
性
の
問
題
で
は
な
く

政
策
の
問
題
だ
と
指
摘
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
者
が
損
を
し

な
い
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し

い
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
も

総
発
電
量
に
占
め
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

松
井　
　

清
先
生

た
つ
の
市　

小
児
科

４
月
24
日　

享
年
88
歳

参
加
記

　

学
習
交
流
会
前
に
、
映
画

「
第
四
の
革
命　

エ
ネ
ル
ギ
ー

と　き　５月20日（日）
〈特別講演〉15時30分～県農業会館11階ホール
　資料代500円（会員）。事前質問や参加申込は、
　☎078－393－1807、FAX078－393－1802まで

第81回評議員会・特別講演　開催迫る

理
事　
　

八
木　

秀
満

ッ
ク
レ
ッ
ト
『
対
論　

普
天
間

基
地
は
な
く
せ
る　

日
米
安
保

の
賛
成
・
反
対
を
超
え
て
』
を

資
料
と
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

下記ブックレットを参加者に配布
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核兵器も原発もない社会を、子どもたちへ核兵器も原発もない社会を、子どもたちへ

　

協
会
は
４
月
８
日
、
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
の
阪
井
丘
芳

先
生
を
招
き
、
歯
科
定
例
研
究
会
「
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
と
唾
液

腺―

今
日
か
ら
で
き
る
口
腔
ケ
ア
」
を
開
催
、
86
人
が
参
加

し
た
。
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

歯
科
定
例
研
究
会
「
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
」

唾
液
量
か
ら
健
康
を
診
る

感 想 文

ー
」「
こ
の

人
変
わ
っ
た

こ
と
言
う
人

や
な
ぁ
」
と

私
は
思
っ
て

い
た
。
年
齢

的
な
も
の

と
、
５
種
類

以
上
の
内
服

で
ド
ラ
イ
マ

ウ
ス
に
な
る

と
聞
き
、
こ

の
問
題
は
解

決
し
た
。

　

阪
井
先
生

の
講
演
を
聞

い
て
自
分
の

診
療
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と

は
、
今
ま
で
歯
し
か
見
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
舌
の
状

態
や
唾
液
量
も
観
察
し
て
患
者

さ
ん
の
健
康
状
態
す
べ
て
を
把

握
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

歯
に
イ
ン
レ
ー
を
入
れ
る
、

歯
石
を
と
る
。
確
か
に
医
療
行

為
と
し
て
大
事
な
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
食
生
活
の
指
導

も
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
何
回

治
療
し
て
も
隣
接
面
に
虫
歯
を

作
っ
て
く
る
人
、
前
歯
部
の
歯

頸
部
が
白
濁
し
て
い
る
人
。
こ

う
い
う
ケ
ー
ス
は
、
ア
メ
を
ず

っ
と
な
め
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

　

上
顎
フ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
が
落

ち
て
く
る
、
入
れ
歯
の
間
に
物

が
は
さ
ま
る
。
こ
の
原
因
は
、

唾
液
量
の
減
少
と
年
齢
的
な
筋

力
の
低
下
に
よ
る
。

　

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
本
を
読
ん

で
、
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す

れ
ば
改
善
さ
れ
る
。
院
内
に
１

冊
置
い
て
指
導
す
れ
ば
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
道
具
と
な
る
。

内
視
鏡
を
使
っ
た
嚥
下
運
動
の

ビ
デ
オ
も
よ
く
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
に
な

り
、
認
知
症
や
嚥
下
障
害
の
人

が
増
え
て
く
る
。
口
か
ら
食
べ

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
切

だ
。
歯
科
医
は
口
腔
ケ
ア
だ
け

で
な
く
、
患
者
さ
ん
が
口
か
ら

食
事
を
と
る
ケ
ア
も
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。

【
西
宮
市
・
歯
科

 

村
上　

敏
】

歯
科
医
療
安
全
研
究
会

「
起
こ
る
か
も
」念
頭
に

感 想 文

　

上
原
弘
美
先
生
は
、
現
在
は

神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口

腔
保
健
学
科
で
歯
科
衛
生
士
の

育
成
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
市
民
病

院
歯
科
で
歯
科
衛
生
士
と
し
て

長
年
活
躍
さ
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は

と
て
も
身
近
な
立
場
で
、
説
得

力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

１
０
０
％
安
全
な
医
療
な
ど

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
医
療
事

故
対
策
や
緊
急
時
の
対
応
等

は
、
ま
ず
は
「
そ
う
い
う
こ
と

が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
こ

と
を
予
想
し
て
対
策
を
立
て
て

お
く
。
現
場
に
お
い
て
も
、
加

熱
の
器
具
や
鋭
利
な
器
具
の
取

り
扱
い
の
注
意
、
誤
飲
・
誤
嚥

の
注
意
、
患
者
誤
認
の
な
い
よ

う
確
認
、
診
療
所
内
や
ユ
ニ
ッ

ト
上
で
の
事
故
等
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
注
意
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
気
を
抜
か
ず
目
を
配

る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
院
内
感
染
対
策
に
つ

い
て
も
、
基
本
で
あ
る
〝
手
の

衛
生
〞〝
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ

（
環
境
の
整
備
・
清
掃
、
滅
菌

の
管
理
）〞
は
、
個
々
の
認
識

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
で

す
。
大
病
院
ほ
ど
の
設
備
や
環

境
は
整
い
ま
せ
ん
が
、
幸
い
、

わ
が
診
療
所
に
は
、
夕
方
の
忙

し
い
時
間
帯
に
洗
い
物
や
消

毒
、
そ
し
て
細
々
と
し
た
ガ
ー

ゼ
や
ワ
ッ
テ
や
咬
合
紙
、
滅
菌

袋
等
を
用
途
に
応
じ
て
切
っ
た

り
、
小
分
け
し
て
滅
菌
し
た

り
、
作
り
置
き
し
て
く
れ
る
縁

の
下
の
力
持
ち
的
裏
方
ス
タ
ッ

フ
も
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、
衛
生

士
、
助
手
は
も
ち
ろ
ん
、
裏
方

ス
タ
ッ
フ
に
学
生
の
バ
イ
ト
ま

で
診
療
や
消
毒
に
か
か
わ
る
ほ

　

協
会
は
４
月
15
日
、
協
会
会

議
室
で
新
規
開
業
医
研
究
会
を

開
催
。
８
人
が
参
加
し
、
保
険

請
求
や
雇
用
、
税
金
な
ど
新
規

開
業
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
学

ん
だ
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

　

本
年
４
月
よ
り
神
戸
市
長
田

区
で
継
承
開
業
を
す
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
た
び
新
規
開
業
医

研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

勤
務
医
時
代
は
外
来
診
療
・

検
査
・
入
院
患
者
さ
ん
の
管
理

・
当
直
業
務
な
ど
、
診
療
に
関

す
る
業
務
を
日
々
こ
な
す
の
に

精
い
っ
ぱ
い
で
、
保
険
請
求
や

税
金
の
こ
と
な

ど
は
事
務
の
方

が
対
応
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
も

あ
り
、
正
直
深

く
考
え
た
こ
と

は
な
く
、
他
人

事
の
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
い

ざ
開
業
し
て
み

る
と
、
患
者
さ

ん
と
の
距
離
が

縮
ま
り
今
ま
で

以
上
に
深
く
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
分
、
検
査
・
処
方
一
つ

を
す
る
に
し
て
も
コ
ス
ト
面
を

含
め
今
ま
で
以
上
に
細
や
か
な

配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
請
求
か

ら
返
戻
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
作

成
を
す
る
に
も
、
保
険
病
名
、

点
数
、
薬
剤
投
与
日
数
、
管
理

料
の
種
類
な
ど
あ
ら
ゆ
る
知
識

が
必
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
こ

と
を
一
か
ら
十
ま
で
自
分
で
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
い
か
に
今

ま
で
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
、

診
療
の
み
に
集
中
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
た
か
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
研
究
会
で
は
、
講
師
の
先
生

方
に
保
険
請
求
の
要
点
か
ら
雇

用
、
税
金
な
ど
経
営
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
医
師
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

経
営
者
と
し
て
も
自
覚
と
責
任

を
も
っ
て
診
療
に
あ
た
ろ
う

と
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

し
た
。

　

期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、
ま
ず
は
こ
の
１
年
間
で

一
通
り
の
経
験
を
し
、
よ
り
地

域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

保
険
医
協
会
の
皆
様
、
先
生

方
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

【
長
田
区　

松
井　

可
奈
】

保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク
第23回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどいin東京

日　時　６月10日（日）９時30分～16時過ぎ
会　場　平和と労働センター・全労連会館２Ｆホール
　　　　（東京都文京区。JR総武線「御茶ノ水」駅から徒歩８分）
講演①　原爆による被ばく問題について
　　　　兵庫協会副理事長・東神戸診療所所長　郷地秀夫先生
講演②　核兵器廃絶をめざす世界のとりくみ
　　　　原水爆禁止日本協議会代表理事　高草木博氏
シンポジウム「核兵器廃絶に向け、ICAN運動を草の根からすすめよう」
パネリスト　朝長万左男先生（赤十字長崎原爆病院院長）ほか３名

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807　平田まで

日　時　 ６月３日（日）
　　　　14時～16時30分
会　場　ラッセホール５階
　　　　（JR元町駅から徒歩８分）
講　師　兵庫医科大学歯科口腔外科学
　　　　講座主任教授　浦出雅裕先生
定　員　120人（事前申込順）

※ 「周術期」の新設点数の解説も予定
しています。

お申し込み、お問い合わせは、
 ☎078－393－1809　まで

日　時　６月16日（土）14時～
会　場　協会会議室
講　師　 （株）FPパートナーズ
　　　　取締役　　守安　俊明氏

勤務医のライフプランセミナー

お申し込み、お問い合わせは、
 ☎078－393－1805 共済部まで

医師・歯科医師の
生活資金づくり

歯科特別研究会

口腔がんの診断と治療および
周術期口腔機能管理について

ドクターの家計設計
（教育・住居費・ローン・老後資金）

医院経営の
　幅広い知識を

感
想
文

新規開業医研究会
阪井教授（左）が講演。
86人が参加した　　　

歯科医師や衛生士ら126人が参加

「開業に必要な知識が得られる」と好評

　

歯
科
部
会
は
４
月
15
日
、
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口

腔
保
健
学
科
准
教
授
の
上
原
弘
美
先
生
を
講
師
に
、
医
療
安

全
管
理
対
策
研
究
会
「
歯
科
医
院
に
お
け
る
医
療
安
全
管
理

対
策
」
を
開
催
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の
１
２
６
人
が
参
加
し

た
。
セ
コ
ム
株
式
会
社
が
協
賛
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

患
者
さ
ん
に
「
先
生
口
が
渇

き
ま
す
ね
ん
」「
い
つ
も
苦
い

味
が
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
る

と
、「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
な

ぼ
全
ス
タ
ッ
フ
が

参
加
さ
せ
て
も
ら

い
、
そ
の
後
、
改

善
点
な
ど
実
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、

「
こ
れ
で
よ
し
」

と
せ
ず
、
皆
で
さ

ら
な
る
改
善
・
継

続
が
図
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

【 

北
区
・
井
尻
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

歯
科
衛
生
士

 

木
下　

智
子
】



こども病院移転・TPP・原発の課題共有こども病院移転・TPP・原発の課題共有

２０１２年(平成２４年)５月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１６８６号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （４）

　

協
会
は
４
月
12
日
、
兵
庫
県

医
師
会
館
で
川
島
龍
一
県
医
師

会
長
、
西
田
芳
矢
同
副
会
長
と

懇
談
し
た
。
県
立
こ
ど
も
病
院

の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
脱
原
発
の
３
点

に
つ
い
て
、
協
会
の
吉
岡
巌
・

郷
地
秀
夫
両
副
理
事
長
が
見
解

を
聞
い
た
。

　

川
島
会
長　

今
、
一
番
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
問
題
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
そ
し
て
原
発
事

故
へ
の
対
応
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
は
、
単
に
農
業
や
医
療

だ
け
の
問
題
で
な
く
、
日
本
の

国
家
主
権
に
関
わ
る
問
題
で

す
。
本
日
は
こ
の
３
点
を
テ
ー

マ
に
お
話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
問
題
で
は
保
険

医
協
会
と
全
く
同
じ
立
場
だ
と

思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
郷
地
先

生
が
、
永
年
被
爆
者
医
療
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
５
月
13
日

に
は
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
郷
地
先
生
と
小
出
裕
章
京

都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教
、

そ
し
て
私
の
３
人
で
原
発
と
放

射
能
汚
染
に
つ
い
て
鼎
談
を
行

う
予
定
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
移
転
に
関

し
て
は
、
神
戸
市
の
医
療
産
業

都
市
構
想
と
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
長
年
取
り
組
ん
で
来
ら
れ

た
西
田
芳
矢
副
会
長
か
ら
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

西
田
副
会
長　

県
立
こ
ど
も

病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移

転
問
題
で
は
、
市
民
向
け
の
チ

ラ
シ
を
作
成
し
ま
し
た
。
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
チ
ラ
シ
だ
と
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
私
ど
も
に
と
っ
て
は
こ
れ

く
ら
い
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
話
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
神
戸
市
医
師
会
が

中
心
に
な
っ
て
４
月
８
日
付
読

売
新
聞
朝
刊
に
移
転
見
直
し
を

求
め
る
意
見
広
告
を
出
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
活
動

を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

兵
庫
県
は
「
県
立
こ
ど
も
病

院
建
替
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

く
新
病
院
の
建
築
設
計
業
務
に

係
る
企
画
提
案
協
議
の
実
施
」

を
出
し
て
、
要
は
新
病
院
の
設

計
に
関
す
る
コ
ン
ペ
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
医
師
会
に

は
そ
の
協
議
を
行
う
委
員
会
へ

の
参
加
の
要
請
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
医
師
会
に
委
員
就
任

を
要
請
し
て
も
蹴
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
３
月
24
日
付
神
戸
新

聞
で
、
県
が
行
っ
た
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
津
波

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
兵
庫
県
下
で
約
４

万
世
帯
が
浸
水
し
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
は
孤
立
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
が
出
し
た
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し

た
地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る

専
門
調
査
会
」
の
第
一
次
報
告

で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
巨
大

な
地
震
・
津
波
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
」「
想
定
地

震
、
津
波
に
基
づ
き
必
要
と
な

る
施
設
設
備
が
現
実
的
に
困
難

と
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
た
め
ら
う

こ
と
な
く
想
定
地
震
・
津
波
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

照
ら
し
て
も
、
ポ
ー
ア
イ
移
転

計
画
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
中
央
防
災
会
議
が

「
紀
伊
半
島
沖
〜
四
国
沖
」
に

大
す
べ
り
域
を
設
定
し
た
場

合
、
兵
庫
県
の
最
高
水
位
は
Ｔ

Ｐ
（
東
京
湾
水
位
）
基
準
で
８

・
５
メ
ー
ト
ル
、
地
殻
変
動
を

考
慮
す
れ
ば
９
・
０
メ
ー
ト
ル

に
も
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
県
が
行
っ

た
４
メ
ー
ト
ル
と
い
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
非
常
に
甘
い
も

の
で
す
。

　

今
年
の
秋
ま
で
に
発
表
予
定

の
中
央
防
災
会
議
「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た

地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専

門
調
査
会
」
の
最
終
報
告
で

は
、
も
っ
と
厳
し
い
数
字
が
出

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
こ
ど
も
病
院
は
築
後

40
年
た
っ
て
お
り
、
県
医
師
会

も
建
て
替
え
る
こ
と
に
は
反
対

し
て
い
ま
せ
ん
。
問
題
は
立
地

場
所
で
す
。
昨
年
８
月
に
出
さ

れ
た
「
県
立
こ
ど
も
病
院
建
替

基
本
整
備
基
本
構
想
（
案
）」

で
は
、
立
地
場
所
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

吉
岡　

周
産
期
医
療
と
し
て

は
、
市
民
病
院
と
こ
ど
も
病
院

で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
機
能
を
も
つ

も
の
で
、
せ
っ
か
く
別
々
に
あ

る
も
の
を
１
カ
所
に
す
る
と
い

う
点
で
も
私
た
ち
は
問
題
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

西
田
副
会
長　

そ
も
そ
も
、

私
た
ち
は
兵
庫
県
下
の
年
間
分

娩
数
に
照
ら
せ
ば
、「
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が

県
下
で
５
カ
所
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
実
は
新
中
央
市

民
病
院
が
手
を
挙
げ
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
引

っ
込
め
さ
せ
て
で
も
、
隣
接
地

に
県
立
こ
ど
も
病
院
を
移
転
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
県
民
医
療
に
と

っ
て
極
め
て
重
大
な
問
題
で

す
。
ち
な
み
に
大
阪
府
に
は
す

で
に
５
カ
所
の
総
合
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。

　

県
が
ポ
ー
ア
イ
移
転
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
強
調
し
て
い
る
の

は
、
総
合
病
院
と
の
医
療
連
携

で
す
が
、
設
置
母
体
の
異
な
る

二
つ
の
基
幹
病
院
が
た
だ
隣
り

合
わ
せ
に
な
る
こ
と
だ
け
で
、

医
療
連
携
が
達
成
で
き
る
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
基
本
構
想
で
は
、
大

規
模
災
害
へ
の
対
応
が
必
要
だ

と
書
き
な
が
ら
、
立
地
場
所
と

し
て
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
隠

し
た
ま
ま
に
し
て
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
医
師
会
は
東
日
本
大
震

災
に
際
し
て
、
石
巻
市
を
中
心

に
医
療
支
援
を
行
い
ま
し
た

が
、
沿
岸
部
に
あ
っ
た
市
立
病

院
は
津
波
を
受
け
て
被
災
し
、

一
方
、
元
の
河
口
近
く
か
ら
高

速
道
路
と
の
ア
ク
セ
ス
を
考
え

て
内
陸
部
へ
移
転
し
た
赤
十
字

病
院
は
、
被
災
者
救
援
の
医
療

の
拠
点
に
な
っ
て
奮
闘
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
違
い
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
あ
あ
い
う
状
況

を
絶
対
に
起
こ
し
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
の
産
科
婦
人
科

学
会
と
小
児
科
医
会
、
神
戸
市

医
師
会
、
県
医
師
会
合
同
で
県

知
事
と
県
病
院
事
業
管
理
者
に

要
望
書
を
提
出
し
て
、
回
答
を

求
め
て
い
ま
す
。
中
身
は
、
ポ

ー
ア
イ
と
い
う
立
地
が
ど
う
な

の
か
？　

立
地
に
つ
い
て
パ
ブ

コ
メ
が
な
い
と
い
う
の
は
ど
う

い
う
こ
と
か
？　

審
査
を
行
っ

た
審
議
会
に
医
療
関
係
者
が
入

っ
て
い
な
い
の
は
ど
う
い
う
こ

と
か
？　

な
ど
で
す
。

　

吉
岡　

私
た
ち
も
な
ぜ
ポ
ー

ア
イ
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
。
当
初
は
県

も
現
地
建
て
替
え
の
方
針
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

西
田
副
会
長　

そ
の
通
り
で

す
。
も
と
も
と
現
地
建
て
替
え

が
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い
た
の

で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ

ー
ア
イ
へ
の
移
転
を
急
に
決
め

て
し
ま
っ
た
。
県
の
説
明
で

は
、「
マ
グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ
タ

ル
機
能
の
強
化
」
や
「
先
端
医

療
技
術
習
得
の
仕
組
み
を
構
築

し
て
若
手
医
療
者
の
確
保
・
育

成
を
狙
う
」「
キ
ャ
リ
ー
オ
ー

バ
ー
患
者
の
対
応
等
を
含
め
、

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
や
胎
児
・
新

生
児
へ
の
24
時
間
対
応
を
確
保

す
る
」
と
。
そ
の
た
め
に
は
総

合
型
病
院
と
の
連
携
が
必
須
条

件
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に

患
者
さ
ん
や
父
母
の
目
線
に
立

っ
て
い
る
の
か
疑
問
で
、
病
院

側
の
都
合
が
優
先
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

液
状
化
な
ど
で
孤
立
化
し
た
こ

と
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
、
様

々
な
理
由
を
付
け
て
、
ポ
ー
ア

イ
へ
移
転
さ
せ
る
の
は
、
神
戸

市
商
法
の
や
り
か
た
で
、
何
よ

り
も
大
切
な
子
ど
も
の
命
を
懸

け
た
ば
く
ち
の
よ
う
な
も
の
と

言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
県
は
、
対
策
は
万

全
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
先
端

医
療
セ
ン
タ
ー
内
で
使
用
す
る

微
生
物
な
ど
を
（
リ
ス
ク
）

１
、
２
と
定
め
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
、
日
常
診
療
で
遭
遇

す
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
麻
疹
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
は
高
い
と

思
い
ま
す
。
今
は
リ
ス
ク
１
、

２
の
微
生
物
や
ウ
イ
ル
ス
し
か

使
っ
て
い
な
く
て
も
、
今
後
、

そ
れ
以
上
の
リ
ス
ク
を
持
つ
微

生
物
や
ウ
イ
ル
ス
を
使
わ
な
い

と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
０
０
近
い
医
療
関
連
企
業
や

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
全
て
で
、

先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に

き
ち
ん
と
取
り
扱
い
規
定
を
持

っ
て
い
て
、
守
っ
て
い
る
の
か

も
疑
問
で
す
。
万
が
一
の
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
、
抵
抗
力
の
弱

い
子
ど
も
は
ど
う
な
る
の
か
、

心
配
で
す
。

　

吉
岡　

費
用
面
の
問
題
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
ポ
ー
ア
イ
移
転

の
場
合
は
、
神
戸
市
に
土
地
代

と
し
て
21
億
円
払
う
こ
と
に
な

る
そ
う
で
す
が
。

　

西
田
副
会
長　

費
用
面
で

は
、
県
は
、
現
地
建
て
替
え
よ

り
ポ
ー
ア
イ
へ
の
移
転
の
方
が

安
く
つ
く
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ポ
ー
ア
イ
へ
の
移

転
で
な
け
れ
ば
国
か
ら
の
地
域

医
療
再
生
基
金
が
利
用
で
き
な

い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
地
域
医

療
再
生
基
金
を
柔
軟
に
利
用
で

き
れ
ば
、
必
ず
し
も
有
利
と
は

言
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

事
業
の
妥
当
性
を
審
査
し
た

総
合
事
業
等
審
査
会
は
、
留
意

点
と
し
て
①
神
戸
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
と
連
携

す
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
、

県
民
に
十
分
に
説
明
す
る
こ

と
、
②
防
災
対
策
に
つ
い
て
県

民
に
説
明
す
る
こ
と
、
③
危
機

管
理
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、

④
長
期
的
な
事
業
収
支
等
に
つ

い
て
、
県
民
の
十
分
な
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
明
確
で
丁
寧
な

説
明
に
努
め
る
こ
と
、
な
ど
県

民
へ
の
説
明
を
徹
底
す
る
よ
う

に
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ポ
ー
ア
イ
移
転
計
画
に
関
し
て

は
パ
ブ
コ
メ
の
募
集
も
な
い

し
、
県
民
へ
の
説
明
会
も
な

い
。
こ
れ
で
は
、
総
合
事
業
等

審
査
会
の
留
意
点
は
全
く
守
ら

れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

意
見
聞
か
な
い
の
は

厚
労
省
通
知
違
反

　

吉
岡　

県
民
へ
の
説
明
も
そ

う
で
す
が
、
医
師
会
の
意
見
を

聞
か
な
い
な
ん
て
許
さ
れ
る
の

で
す
か
。

　

川
島
会
長　

そ
の
点
は
や
は

り
問
題
で
す
。
地
域
医
療
再
生

基
金
の
取
り
扱
い
を
指
示
し
た

厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
「
医
師
会

な
ど
地
域
の
医
療
関
係
団
体
の

意
見
を
聴
取
し
て
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
」
と
し
っ
か
り

言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
連
し

た
文
書
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
す
べ
て
に
医
師
会
な

ど
医
療
団
体
の
意
見
を
聞
く
こ

と
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
兵
庫
県
は
地
域
医

療
計
画
の
策
定
に
際
し
て
、
医

師
会
に
意
見
を
聞
い
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
局
長
通
知
違
反
で

す
。
そ
こ
で
、
県
医
師
会
と
し

て
厚
労
省
に
、
県
が
医
師
会
の

意
見
を
聞
い
て
い
な
い
の
は
問

題
だ
と
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
厚
労
省
が
兵
庫
県

の
地
域
医
療
再
生
計
画
の
練
り

直
し
を
迫
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
が
、
い
っ
た
ん
受
理
し

交
付
金
額
も
決
定
し
た
も
の
を

覆
す
の
は
困
難
な
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
兵
庫
県
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
、
今

回
の
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に

危
険
な
と
こ
ろ
に
基
幹
病
院
を

持
っ
て
い
く
こ
と
は
許
せ
ま
せ

ん
。

　

神
戸
市
は
医
療
産
業
都
市
に

医
療
機
関
を
集
中
さ
せ
た
い
と

い
う
だ
け
で
す
。
本
来
な
ら

ば
、
こ
ど
も
病
院
移
転
問
題
は

周
産
期
医
療
検
討
協
議
会
で
議

論
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
、
病
院
構
造
改
革
委
員
会
で

も
議
論
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
周
産
期
医
療

検
討
協
議
会
は
開
催
さ
れ
て
い

な
い
し
、
病
院
構
造
改
革
委
員

会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
な
い
の

で
す
。

　

吉
岡　

私
は
明
石
市
で
病
院

経
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
明
石

市
に
は
小
児
救
急
に
対
応
で
き

る
病
院
が
あ
り
ま
せ
ん
。
協
会

の
明
石
支
部
と
し
て
、
市
に
県

に
対
し
て
要
望
を
出
す
よ
う
に

要
請
を
し
ま
し
た
。
県
民
局
を

通
じ
て
意
見
を
伝
え
る
と
い
っ

て
い
ま
す
。
色
々
反
対
の
理
由

は
あ
り
ま
す
が
や
は
り
災
害
時

の
リ
ス
ク
が
一
番
問
題
で
す
。

　

郷
地　

地
域
の
医
療
を
考
え

て
い
く
の
に
、
患
者
や
医
療
関

孤
立
化
想
定
さ
れ
る

移
転
に
は
反
対

こども病院こども病院
ポーアイ移転ポーアイ移転

兵庫県医師会・川島会長、西田副会長と懇談兵庫県医師会・川島会長、西田副会長と懇談
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川
島
会
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
「
関
税
が
取
り
払
わ
れ
た

ら
、
ブ
ラ
ン
ド
品
が
安
く
入
っ

て
く
る
か
ら
い
い
」
と
か
、

「
輸
出
が
増
え
た
方
が
い
い
」

な
ど
と
い
う
議
論
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
医

療
や
保
険
、
法
律
等
、
非
関
税

障
壁
と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
部

門
が
一
変
し
ま
す
。

　

今
、
日
本
か
ら
米
国
に
輸
出

し
て
い
る
主
要
製
品
は
家
電
製

品
と
自
動
車
で
す
。
こ
れ
ら
の

合
計
額
は
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１

・
７
％
し
か
占
め
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
米
国
の
日
本
に
対

す
る
関
税
は
、
テ
レ
ビ
で
０
〜

５
％
、
自
動
車
は
２
・
５
％
と

す
で
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
程
度
の
関
税
な
ど
円
高
に

な
れ
ば
す
ぐ
に
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

る
よ
り
も
円
高
対
策
を
す
る
方

が
大
切
で
す
。

　

米
国
の
目
的
は
日
本
の
医
療

機
器
や
医
薬
品
、
医
療
保
険
市

（
４
面
か
ら
の
続
き
）

場
を
開
放
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

米
国
の
保
険
会
社
や
製
薬
会
社

の
圧
力
が
い
か
に
強
い
か
を
示

す
も
の
と
し
て
、
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
や
オ
バ
マ
大
統
領
が
国

民
皆
保
険
制
度
を
つ
く
ろ
う
と

努
力
し
て
も
、
保
険
会
社
や
製

薬
会
社
の
圧
力
で
な
か
な
か
実

現
し
な
い
と
い
う
例
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
米
国
政
府

や
多
国
籍
企
業
を
相
手
に
、
医

療
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
の
例
外

項
目
に
す
る
と
い
っ
て
も
無
理

で
す
。
オ
バ
マ
大
統
領
も
特
に

保
険
の
市
場
開
放
を
わ
が
国
に

求
め
る
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
に
よ
る
医
療
機
関
運

営
や
混
合
診
療
が
た
だ
ち
に
全

面
解
禁
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
周

辺
か
ら
段
階
的
に
解
禁
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
米
国
政
府
と

そ
の
背
後
の
米
国
の
多
国
籍
企

業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
が
医

し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
15
％

に
な
る
と
農
林
水
産
省
が
試
算

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国

は
世
界
の
先
進
国
で
は
ど
こ
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
日
本

の
食
料
自
給
率
が
15
％
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
米
国
の
種
子

メ
ー
カ
ー
や
化
学
メ
ー
カ
ー
、

食
品
メ
ー
カ
ー
の
意
向
に
逆
ら

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
食
料
に
よ
る
米
国
の

世
界
支
配
戦
略
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
米
国
は
世
界
の
石

油
を
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

世
界
支
配
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
軍
事
的
に
も
非
常

に
強
力
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮

し
て
、
世
界
を
支
配
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
石
油
が
少
な

く
な
り
、
軍
事
力
も
相
対
的
に

プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
す
る
中

で
、
新
た
な
世
界
支
配
戦
略
と

し
て
、
食
料
を
押
さ
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

　

郷
地　

医
療
へ
の
影
響
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
お

話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

川
島
会
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
、

分
野
別
で
24
の
項
目
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
10
以
上
の
項

目
が
医
療
に
関
係
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス
と

い
う
条
項
に
は
、
す
べ
て
を
関

税
撤
廃
の
対
象
と
し
例
外
を
認

め
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結

交
渉
に
お
い
て
、
韓
国
は
医
療

や
教
育
部
門
の
規
制
緩
和
は
行

わ
な
い
条
約
を
締
結
し
よ
う
と

し
た
の
で
す
が
、
米
国
議
会
が

認
め
ず
、
５
年
間
か
け
て
の
交

渉
で
結
局
米
国
に
屈
し
、
医
療

や
教
育
部
門
も
全
て
自
由
化
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
薬
品

は
、
韓
国
で
も
公
定
価
格
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
価

格
は
第
３
者
機
関
で
米
国
の
企

業
の
主
張
に
基
づ
い
て
見
直
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
韓
国
政
府
は

自
国
内
で
あ
っ
て
も
米
国
製
の

薬
の
値
段
を
決
め
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

米
国
は
日
本
に
対
し
て
も

「
外
国
貿
易
障
壁
報
告
書
」
の

中
で
、
公
的
保
険
に
よ
る
薬
価

統
制
を
廃
止
す
る
よ
う
に
要
求

し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ

て
米
国
企
業
が
特
許
を
持
つ
薬

の
薬
価
が
高
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
医
療
保
険
と
い
う
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
は
、
診
療
報

酬
本
体
の
技
術
料
部
分
は
逆
に

減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
１
年
の
「
外

国
貿
易
障
壁
報
告
書
」
に
よ
る

と
、
日
本
は
外
国
事
業
者
を
含

む
営
利
企
業
が
営
利
病
院
を
設

立
す
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る

と
し
て
、
こ
の
規
制
を
排
除

し
、
医
療
に
市
場
原
理
を
導
入

す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
て
き
て

い
ま
す
。

　

混
合
診
療
の
全
面
解
禁
を
、

直
接
の
要
求
に
は
し
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
代
わ
り

に
医
療
機
器
・
医
薬
品
規
制
の

見
直
し
を
強
く
求
め
て
く
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
外

国
平
均
価
格
調
整
ル
ー
ル
の
廃

止
や
新
薬
創
出
加
算
の
恒
久
化

と
加
算
率
の
上
限
撤
廃
、
市
場

拡
大
再
算
定
ル
ー
ル
の
廃
止
な

ど
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
た
ぶ

ん
、
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
同
じ
よ
う

に
、
医
薬
品
や
医
療
機
器
の
価

格
設
定
に
関
し
て
米
国
企
業
の

要
求
を
聞
く
独
立
の
機
関
を
つ

く
れ
と
い
う
要
求
は
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。

　

郷
地　

ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の

た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
す
ね
。

　

川
島
会
長　

間
接
的
な
影
響

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
原
産
地
規

則
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
例
え
ば
タ
イ
で
餅
を

製
造
す
る
場
合
、
日
本
米
が
41

％
以
上
で
あ
る
こ
と
を
「
自
己

証
明
」
で
き
れ
ば
、「
メ
イ
ド

・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
表
示

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

う
し
た
こ
と
が
ま
か
り
と
お
れ

ば
、
食
品
な
ど
の
質
や
安
全
性

の
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｓ
措
置
に
つ
い
て
も
新

た
な
ル
ー
ル
作
り
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｓ

措
置
と
は
衛
生
植
物
検
疫
の
こ

と
で
、
各
国
の
食
品
の
安
全
確

保
と
動
植
物
の
病
気
予
防
の
た

め
の
措
置
で
す
。
米
国
の
要
求

は
「
措
置
の
同
等
」
と
「
地
域

主
義
」
の
導
入
で
す
。

　

「
措
置
の
同
等
」
と
は
、
輸

出
国
と
輸
入
国
で
検
疫
の
方
法

が
違
っ
て
い
て
も
同
レ
ベ
ル
の

保
護
水
準
が
達
成
さ
れ
れ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
わ
が
国
の
厳
し
く
き

め
の
細
か
い
検
疫
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。「
地
域
主
義
」
と

は
あ
る
国
で
病
害
虫
が
発
生
し

て
も
、
同
じ
国
の
洗
浄
地
域
と

認
め
ら
れ
た
土
地
で
生
産
さ
れ

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
輸
入
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
。
ど
ち
ら
も
、
日
本
の
検

疫
制
度
を
壊
す
も
の
で
、
食
品

な
ど
の
安
全
性
を
根
底
か
ら
崩

す
も
の
で
す
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
貿
易
の

技
術
的
障
害
に
つ
い
て
も
撤
廃

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
各
国
内
の

安
全
や
環
境
保
全
等
の
目
的
で

つ
く
ら
れ
た
「
規
格
」
が
、
貿

易
の
不
必
要
な
障
害
と
な
ら
な

い
よ
う
撤
廃
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
に
関
す
る
表
示
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
米
国
の
穀

物
メ
ジ
ャ
ー
の
圧
力
に
よ
っ
て

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
な
ど
の

表
示
が
不
可
能
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
遺
伝
子
操
作
に
よ

り
収
穫
率
の
良
い
安
価
な
農
作

物
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
食
料

自
給
率
の
低
下
を
招
く
で
し
ょ

う
。

　

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
い
う
制
度

は
、
輸
入
が
急
増
し
た
た
め
に

経
済
的
な
打
撃
が
大
き
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
、
損
害
を
回
避

す
る
た
め
の
関
税
の
賦
課
ま
た

は
輸
入
数
量
制
限
を
行
う
こ
と

で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
同
一

品
目
に
つ
い
て
は
一
度
し
か
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
を
と
れ
な
く

な
り
ま
す
。
こ
う
な
れ
ば
、
安

価
だ
が
、
安
全
性
に
疑
問
が
残

る
薬
剤
や
食
品
の
輸
入
を
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

吉
岡　

食
品
は
健
康
の
源
で

す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
農
業
の

問
題
を
重
視
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
ね
。

　

川
島
会
長　

一
見
す
る
と
、

医
療
と
関
係
が
な
い
よ
う
に
見

え
て
も
実
は
影
響
が
あ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

政
府
や
地
方
行
政
な
ど
に
よ

る
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
に

関
し
て
、
外
国
人
と
自
国
民
に

平
等
な
待
遇
を
与
え
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
物
品
価

格
は
豪
州
や
チ
リ
で
は
日
本
の

２
分
の
１
以
下
で
、
建
設
や
サ

ー
ビ
ス
業
の
価
格
は
豪
州
、
ペ

ル
ー
、
チ
リ
は
３
分
の
１
以
下

で
す
か
ら
、
例
え
ば
公
立
病
院

を
建
て
よ
う
と
し
て
も
外
国
の

安
い
業
者
に
「
平
等
な
待
遇
」

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
わ
け
で
す
し
、
多
く
の
外

国
人
病
院
関
係
者
も
雇
用
せ
ね

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

知
的
財
産
分
野
で
も
、
米
国

は
特
許
権
保
護
を
強
化
す
る
方

向
で
す
。
特
許
権
保
護
が
強
化

さ
れ
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
開
発
、
販
売
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
米
国
で
は
手
術

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
特
許
権

が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

競
争
政
策
に
つ
い
て
も
、
米

国
は
公
的
企
業
へ
の
競
争
原
則

の
導
入
や
国
内
資
格
の
相
互
承

認
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ラ
チ
ェ
ッ
ト
規
定
は
有
名
に

な
り
ま
し
た
が
、
片
歯
の
逆
行

で
き
な
い
歯
車
の
よ
う
に
、
い

っ
た
ん
行
っ
た
規
制
緩
和
は
元

に
戻
せ
な
く
す
る
規
定
で
す
。

一
部
で
も
混
合
診
療
解
禁
を
行

っ
た
り
、
株
式
会
社
に
よ
る
営

利
病
院
の
運
営
を
認
め
れ
ば
、

も
と
の
制
度
に
戻
し
た
い
と
思

っ
て
も
、
戻
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
。
こ
れ
は
国
民
皆
保
険

制
度
の
完
全
崩
壊
に
つ
な
が
る

規
定
で
す
。

　

商
用
関
係
の
移
動
の
自
由
化

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
企
業

内
転
勤
と
い
う
形
で
、
国
を
超

え
て
簡
単
に
人
の
移
動
が
行
え

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
。

も
し
、
病
院
の
チ
ェ
ー
ン
化
を

展
開
す
る
米
国
の
営
利
企
業
が

日
本
に
上
陸
す
れ
ば
、
米
国
の

看
護
師
や
医
師
が
企
業
内
転
勤

と
い
う
こ
と
で
、
日
本
で
の
医

療
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
う
い
う
病
院
が
増
え
れ

ば
、
日
本
の
医
療
・
介
護
従
事

者
の
雇
用
の
受
け
皿
が
減
少
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
国
を
一
私

企
業
が
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る

規
定
で
す
。
例
え
ば
、
３
割
の

医
療
費
窓
口
負
担
を
２
割
に
し

た
ら
、
米
国
の
医
療
保
険
会
社

は
民
間
保
険
の
市
場
が
縮
小
す

る
と
い
う
理
由
で
日
本
政
府
を

訴
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
こ
れ

は
、
国
民
主
権
の
侵
害
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本

が
参
加
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

国
民
と
私
た
ち
医
療
者
が
必
死

に
な
っ
て
守
っ
て
き
た
平
等
か

つ
安
全
で
質
の
高
い
国
民
皆
保

険
制
度
が
崩
壊
す
る
こ
と
は
目

に
見
え
て
い
ま
す
。
一
番
困
る

の
は
国
民
で
す
。

　

私
が
話
し
た
シ
ナ
リ
オ
通
り

に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

少
な
く
と
も
、
政
府
や
マ
ス
コ

ミ
が
、
国
民
に
対
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
正
確
な
内
容
を
説
明
せ
ず
一

部
の
大
企
業
と
役
人
の
い
う
こ

と
し
か
報
道
し
な
い
の
は
大
き

な
問
題
で
す
。

　

郷
地　

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
韓
国

の
国
内
が
大
混
乱
し
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
報
道
も
日
本
で

は
少
な
い
で
す
ね
。

　

川
島
会
長　

マ
ス
コ
ミ
に
は

本
来
大
き
な
社
会
的
責
任
が
あ

り
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
気
骨

の
あ
る
マ
ス
コ
ミ
人
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
ね
。
マ
ス
コ
ミ
も

広
告
料
を
大
企
業
か
ら
も
ら
っ

て
、
大
企
業
の
意
向
に
反
す
る

こ
と
は
何
も
言
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
社
会
保
障
と
は
関

係
が
な
い
か
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
の
は
問
題
で
す
。

　

郷
地　

政
府
に
は
日
本
を
ど

う
い
う
国
に
す
る
の
か
と
い
う

理
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く

と
も
社
会
保
障
を
き
ち
ん
と
し

な
い
政
府
な
ど
い
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

琵
琶
湖
汚
染
の
危
険
性

原 発原 発
　

川
島
会
長　

放
射
能
汚
染
に

つ
い
て
は
、
協
会
の
方
が
詳
し

い
で
し
ょ
う
が
、
日
本
は
四
つ

の
プ
レ
ー
ト
に
囲
ま
れ
て
い
る

地
震
国
で
す
。
そ
ん
な
国
で
軽

水
炉
型
の
原
発
を
設
置
し
た
こ

と
自
体
が
問
題
で
す
。
私
た
ち

は
、
わ
ず
か
２
時
間
原
発
を
冷

却
す
る
水
の
循
環
用
電
源
が
止

ま
る
だ
け
で
、
原
発
が
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
を
起
こ
す
な
ど
と
は
全

く
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
的
弱
点

を
持
つ
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
で
、
今
の

ま
ま
で
は
今
後
も
い
く
ら
で
も

事
故
が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
対
策
を
何
重
に
し
て
も

完
全
に
制
御
す
る
こ
と
な
ど
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
も
使
用
済
み

核
燃
料
を
何
万
年
も
冷
や
し
続

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
原
発
な

ど
は
使
え
な
い
で
す
よ
。

　

私
た
ち
に
一
番
近
い
と
こ
ろ

で
は
、
福
井
県
に
14
基
の
原
子

炉
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
耐
用

年
数
を
過
ぎ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
原
子
炉
に
は
使

用
済
み
核
燃
料
も
保
管
さ
れ
て

お
り
、
持
っ
て
行
く
場
が
な
い

こ
と
も
大
き
な
問
題
で
す
。
美

浜
原
発
や
も
ん
じ
ゅ
、
敦
賀
な

ど
琵
琶
湖
に
近
い
の
で
、
も
し

事
故
が
起
き
た
ら
琵
琶
湖
が
放

射
能
で
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
琵
琶
湖
が
汚
染
さ
れ
れ

ば
、
阪
神
間
の
１
４
０
０
万
人

分
の
水
道
水
が
汚
染
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

米
国
の
基
準
で
は
原
発
事
故

の
際
、
80
キ
ロ
圏
内
が
避
難
地

域
で
す
が
、
そ
れ
を
当
て
は
め

る
と
兵
庫
県
下
で
も
川
西
市
や

宝
塚
市
、
西
脇
市
が
避
難
区
域

と
な
り
ま
す
。
１
０
０
キ
ロ
圏

内
に
す
れ
ば
、
神
戸
市
も
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
本
当
に
福
島

原
発
事
故
は
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

こ
れ
ま
で
も
原
子
力
発
電
の
安

全
性
や
自
然
環
境
破
壊
、
さ
ら

に
は
事
故
時
の
悲
惨
さ
を
常
に

指
摘
さ
れ
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

こ
ら
れ
た
京
大
の
小
出
先
生

と
、
ず
っ
と
被
爆
者
医
療
を
行

っ
て
こ
ら
れ
た
郷
地
先
生
に
、

お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ぜ
ひ
成
功
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

郷
地　

私
は
広
島
の
被
爆
者

訴
訟
に
か
か
わ
っ
て
き
た
中

で
、
内
部
被
曝
の
問
題
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

福
島
原
発
で
も
、
爆
発
に
よ
っ

て
相
当
な
汚
染
物
質
が
拡
散
さ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
に
あ

る
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
使

え
ば
、
そ
う
し
た
環
境
調
査
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う

い
う
証
拠
を
残
し
て
お
く
べ
き

で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ

う
し
た
こ
と
も
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
、
た
く
さ

ん
の
お
話
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
民
皆
保
険
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ＴＰＰＴＰＰ
係
者
の
声
を
聞
か
ず
に
、
経
済

や
財
政
の
立
場
か
ら
結
論
を
押

し
つ
け
る
と
い
う
や
り
方
は
、

国
政
で
財
務
省
や
経
済
産
業
省

が
厚
労
行
政
を
左
右
す
る
の
と

同
じ
で
非
常
に
問
題
で
す
ね
。

療
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

郷
地　

医
療

は
例
外
に
な
る

な
ど
と
安
易
に

発
言
し
て
い
る

大
臣
が
い
ま
す

が
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
で
す

ね
。

　

川
島
会
長　

も
う
一
つ
は
食

料
輸
入
の
自
由

化
で
す
。
日
本

で
は
、
現
在
食

料
自
給
率
が
40

％
で
す
が
、
も

（奥右から）吉岡・郷地両協会副理事長
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ヒヤリハット事例を交え、安全対策を学んだ

病気やケガによる休業に備えて。自宅療養
も補償されます

うつ病、認知症による就業不能や、地震等の天
災によるケガも／入院は１日目、自宅療養は５
日目から／再発も含めて通算1000日まで補償

・医療上の事故、医療施設の事故を補償

医師・歯科医師の老後設計に最適です

・急な出費にも１口単位で解約可能
・ 払込が困難なときは掛金中断、余
裕ができたら掛金再開

万一のためのコストは安さが魅力です！

毎年高配当を継続

　2011年度は63％、2010年度は42％
団体保険だから断然安い保険料
最高5000万円の高額保障
配偶者1000万円のセット加入あり
ライフプランに合わせていつでも増額・減額可
医師による診査はありません

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
自在性が
魅力！

掛
金

①まず、協会へお電話ください→②協会から融資申込書をお送りします→③印鑑
証明・収入印紙をご用意いただき、申込書類に必要事項ご記入のうえ、協会に持
ち込み、または、郵送ください→④兵庫県医療信用組合の窓口で制度説明を受け
ていただきます→⑤審査後、融資実行となります（毎週木曜締切・翌週金曜実行）

２.０７５
２.１７５

お問合せは共済部までお問合せは共済部まで

　

北
播
支
部
は
４
月
14
日
、
医

療
安
全
管
理
研
修
会
「
診
療
所

で
の
医
療
安
全
管
理
対
策
」
を

小
野
市
伝
統
産
業
会
館
で
開
催

し
た
。
講
師
に
小
野
市
民
病
院

医
療
安
全
管
理
者
の
中
井
英
子

氏
を
招
き
、
51
人
が
参
加
し

た
。
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

頃
、
小
野
市
民
病
院
看
護
課
長

・
中
井
英
子
氏
の
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。「
診
療
所

に
お
け
る
医
療
安
全
管
理
」
と

題
さ
れ
た
研
修
会
で
、
同
じ
看

護
師
の
立
場
か
ら
、
現
場
で
の

医
療
安
全
対
策
の
必
要
性
、
小

野
市
民
病
院
の
め
ざ
す
安
全
管

理
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
を
効
果
的
に
使
用

さ
れ
、
ま
た
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
研
修
の
映
像

も
取
り
入
れ
て

お
ら
れ
た
の

で
、
大
変
理
解

し
や
す
か
っ
た

上
、
診
療
所
に

勤
務
し
て
い
る

私
に
も
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
く
、

ど
ん
ど
ん
話
に

引
き
込
ま
れ
て

い
っ
た
。
も
し

も
、
自
分
や
自

分
の
大
切
な
人

が
医
療
に
か
か
る
と
し
た
ら

…
。

　

当
然
、
安
心
・
安
全
な
医

療
、
看
穫
を
提
供
し
て
ほ
し
い

と
思
う
。
ま
た
、
看
譲
師
と
し

て
も
不
適
切
な
医
療
を
行
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
自
分
の
ラ
イ
セ

ン
ス
に
も
か
か
わ
る
こ
と
に
も

な
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
た
。
こ
の
こ
と

を
聞
い
て
常
に
安
心
・
安
全
を

意
識
し
て
看
護
を
提
供
す
る
こ

と
を
再
認
識
し
た
。

　

私
が
勤
務
す
る
診
療
所
は
少

人
数
で
伝
票
を
使
わ
な
い
口
頭

指
示
な
の
で
、
時
々
伝
達
ミ
ス

が
あ
り
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
す

る
こ
と
が
あ
る
。
確
認
に
次
ぐ

確
認
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

今
回
の
研
修
を
受
け
て
、
人

は
間
違
う
も
の
、
失
敗
す
る
も

の
で
あ
る
と
認
識
し
た
。
そ
れ

を
起
こ
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
作
り

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
診
療

所
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
合
う
機
会

が
持
て
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
講

師
の
中
井
英
子
先
生
並
び
に
保

険
医
協
会
の
皆
さ
ま
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
加
東
市
・
看
護
師

 

畠
中
百
香
合
】

　

協
会
薬
科
部
は
４
月
21
日
に

県
農
業
会
館
で
、
京
都
大
学
大

学
院
薬
学
研
究
科
准
教
授
の
伊

藤
美
千
穂
先
生
を
講
師
に
、
薬

科
部
10
周
年
記
念
文
化
講
演
会

「
世
界
の
薬
草
事
情
〜
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ト

リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ま
で
」
を
開

催
。
37
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

か
け
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の

会
議
に
出
席
し
た
り
、
ベ
ト
ナ

ム
や
中
国
の
山
奥
に
生
薬
を
見

に
行
っ
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
草
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
伝
統

医
療
に
関
す
る
議
論
の
中
で
使

わ
れ
る
生
薬
関
連
製
品
の
総
称

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
伝
統
医
療
と
は
、
人
々
の

健
康
維
持
に
使
わ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
っ
て
、
体
系
が
説
明
可

能
で
あ
る
か
に
よ
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

京大の伊藤美千穂先生が講演した

　

こ
の
よ
う

に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で

伝
統
医
療
が
定

義
さ
れ
て
き
た

経
過
に
は
、
い

わ
ゆ
る
漢
方
薬

を
使
っ
て
い
る

中
国
、
韓
国
、

日
本
の
３
カ
国

の
参
加
で
国
際

会
議
が
開
か

れ
、
英
語
で
自

国
の
利
益
を
強

烈
に
主
張
し
て

い
る
国
の
意
見

が
採
用
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
席

で
、
日
本
の
厚
生
労
働
省
の
代

表
が
何
も
主
張
し
な
い
と
は
、

と
て
も
残
念
で
す
。

　

漢
方
薬
は
、
中
国
の
も
の
が

日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
日
本
独
自
の
漢
方
薬
も

あ
れ
ば
、
内
容
が
中
国
の
も
の

と
は
少
し
変
わ
っ
て
い
る
も
の

も
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
ち
ょ

う
ど
漢
字
が
中
国
で
使
わ
れ
て

い
る
も
の
と
違
い
、
日
本
に
来

て
独
自
の
発
展
を
し
た
の
と
似

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
国
で
は
煮
出

し
た
漢
方
薬
を
点
滴
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
写
真
を
見
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
驚
き
で
し
た
！

　

最
後
に
、
桂
皮
に
つ
い
て
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
伊
藤
先

生
の
研
究
テ
ー
マ
と
の
こ
と

で
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
桂
皮

の
採
取
現
場
の
写
真
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
山
奥
で
育
て
た

20
年
も
の
の
油
の
乗
っ
た
木
を

切
り
倒
し
て
採
取
す
る
が
、
中

国
で
は
立
ち
木
の
若
い
木
の
皮

を
剥
い
て
採
取
す
る
の
で
油
が

乗
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
ベ

ト
ナ
ム
人
と
中
国
人
の
考
え
方

の
違
い
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

漢
方
薬
の
ふ
る
さ
と
を
考
え

な
が
ら
、
使
っ
て
い
け
た
ら
よ

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

【
尼
崎
市　

綿
谷　

茂
樹
】

薬
科
部
10
周
年
記
念
文
化
講
演
会

薬
草
と
は
何
か
？

感 想 文北
播
支
部　

医
療
安
全
管
理
研
修
会

北
播
支
部　

医
療
安
全
管
理
研
修
会

安
心
・
安
全
な

医
療
提
供
を
め
ざ
し
て

感 想 文

日　時　５月26日（土）15時～
会　場　洲本市健康福祉館３階会議室
記念講演　福島原発事故を経て今、
　　　　臨床医に求められるもの
講　師　郷地秀夫協会副理事長
※終了後、懇親会（参加費無料）

■淡路支部■第34回支部総会
日　時　５月26日（土）14時～
会　場　協会第２会議室
講　師　梅村聡参院議員

■西宮・芦屋支部■国会議員との懇談会

日　時　５月26日（土）14時30分～
会　場　尼崎中小企業センター402
講　師　目白大学短期大学部
　　　　油谷純子教授
テーマ　接遇の基礎とクレーム対応
参加費　1000円

■尼崎支部■職員接遇研修会

日　時　５月27日（日）14時～16時頃
会　場　サンシティ伊丹１Ｆ・陶芸室
講　師　丹波焼陶工　上中稲右衛門氏
参加費　大人２千円、小人１千円
定　員　30人
持ち物　エプロン、タオル等

■北阪神支部■丹波焼陶芸体験

　

伊
藤
先
生
は
世
界
を
ま
た
に

　

４
月
半
ば
、
桜
が
満
開
の

協会「グループ保険」にソニー生命が加わりました
　協会「グループ保険」は、これまで三井、明治安田、富国生命の３社が共同受託
しておりましたが、４月１日付けで新たにソニー生命が加わりました。
　協会「グループ保険」は、過去18年連続配当を続けています。今年３月には年間
保険料の63％を配当還元しました。現在、春の共済制度普及期間中です。協会の研
修を受けた三井、明治安田、富国、ソニー生命の営業職員がご訪問させていただい
ております。この機会に「グループ保険」「保険医年金」にご加入ください。
　なお、加入受付を停止しております「休業保障制度」は、関東財務局に認可の予
備申請を行っています。来春の加入受付再開を目指し、準備を進めております。加
入をお待ちいただいている方、「休業保障制度」の上乗せ補償をご希望の方は、協
会「所得補償保険」をご利用ください。

お問い合せは、☎078－393－1805 共済部まで
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妊娠中および授乳中の薬の使い方
日　時　６月16日（土）17時～19時　　会　場　県農業会館10階101・102号室
講　師　独立行政法人国立成育医療研究センター母性医療診療部部長
　　　　村島　温子先生
共　催　MSD株式会社

　妊娠中の薬剤使用における安全性に
ついて臨床研究を行うことは倫理上不
可能である。よって、発売当初は動物
実験の結果を参考にし、妊婦への使用
の可否が決定される。発売後しばらく
すると、市販後調査や疫学研究が行わ
れ、少しずつヒトのデータが出てくる
のである。このように、エビデンスの
乏しい状況にあっては妊娠中の薬剤投
与は慎重になるべきであるが、薬剤服
用を恐れて母体の全身状態が悪化する
ようであれば、かえって胎児への悪影
響が懸念される。そのため、薬剤の危
険性と有益性を検討したうえで、判断
することが必要になる。また、妊娠し
ていると知らずに薬剤を使用してしま
い、不安から妊娠継続をあきらめるケ

ースもある。しかし、胎児へ悪影響を
与える程度・確率から言うと冷静に対
応すべきケースがほとんどである。
　妊娠中に薬物を使用する場合、添付
文書を参考にするのは当然であるが、
その曖昧さの故か、臨床の現場では
FDA分類が重宝されてきた。しかし、
３年前にこの分類方法は廃止され、記
述式に移行しつつある。日本でも添付
文書の見直しが進んでいる。この分野
の最近の流れについて妊娠と薬情報セ
ンターの取り組みも含め紹介したい。
　当日は、妊娠・授乳中の薬剤使用に
関する考え方（総論）と、日常診療で
使用する機会の多い薬剤の使い方（各
論）についてご説明したい。
 【村島　記】

第476回診療内容向上研究会診療内容向上研究会
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テ
ィ
ス
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春
樹　

時
は
１
９
２
７

年
、
無
声
映
画
の
全
盛
時

代
、
大
ス
タ
ー
の
映
画
か
ら

物
語
は
始
ま
る
ん
だ
。
彼
の

名
は
ジ
ョ
ー
ジ
。

　

洋
子　

満
員
の
観
客
席
、

伴
奏
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ボ
ッ

ク
ス
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
い
る
舞

台
裏
へ
と
場
面
は
転
換
し
て

い
く
の
よ
。

　

春　

映
画
女
優
を
夢
見
る

少
女
が
ジ
ョ
ー
ジ
の
頬
に
キ

ス
す
る
ん
だ
。
彼
女
の
名
は

ペ
ピ
ー
。

　

洋　

ジ
ョ
ー
ジ
は
ペ
ピ
ー

を
自
分
の
映
画
の
端
役
に
使

う
の
ね
。

　

春　

ペ
ピ
ー
は
名
前
も
な

く
ろ
を
つ
け
る
の
よ
。

　

春　

ジ
ョ
ー
ジ
の
フ
ロ
ッ

ク
コ
ー
ト
に
半
身
を
入
れ

て
、
ペ
ピ
ー
が
自
分
を
抱
き

し
め
る
と
こ
ろ
は
素
敵
だ

ね
。

　

洋　

ト
ー
キ
ー
映
画
の
流

行
と
１
９
２
９
年
の
大
恐
慌

で
落
ち
ぶ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ

が
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
の

中
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
と
シ

ル
ク
ハ
ッ
ト
に
自
分
を
重
ね

る
と
こ
ろ
は
印
象
的
ね
。

　

春　

ト
ー
キ
ー
映
画
の
ス

タ
ー
に
な
っ
て
も
自
分
を
見

出
し
て
く
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
へ

の
愛
を
貫
く
ペ
ピ
ー
。

　

洋　

彼
女
の
映
画
の
タ
イ

ト
ル
が
初
め
は
「
付
け
ぼ
く

ろ
」、
次
が
「
守
護
天
使
」

な
の
ね
。

　

春　

守
護
天
使
と
い
え

ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
と
い
つ
も
一

緒
の
犬
の
ア
ギ
ー
も
主
役
の

一
人
だ
ね
。

　

洋　

落
ち
ぶ
れ
た
ジ
ョ
ー

ジ
が
過
去
の
フ
ィ
ル
ム
に
火

を
点
け
て
自
殺
し
よ
う
と
し

た
時
、
助
け
る
の
よ
。

　

春　

火
事
と
い
え
ば
、
白

黒
映
画
な
の
に
炎
だ
け
が
オ

レ
ン
ジ
色
だ
よ
。

　

洋　

ペ
ピ
ー
の
映
画
で
も

空
が
ブ
ル
ー
。

　

春　

実
は
こ
の
映
画
は
カ

ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
撮
っ
て
、

現
像
の
段
階
で
白
黒
に
し
て

い
る
ん
だ
。

　

洋　

そ
れ
で
、
白
黒
に
深

み
が
あ
る
の
ね
。

　

春　

最
後
に
二
人
で
タ
ッ

プ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
、
ジ
ョ

ー
ジ
は―

。

　

洋　

過
去
の
名
画
を
思
い

出
さ
せ
る
場
面
が
い
た
る
と

こ
ろ
に
あ
る
の
も
、
こ
の
映

画
の
魅
力
よ
。

【
姫
路
市　

小
野
寺
医
院
】

ジョージ（左）への愛を貫くペピー（右）

　従来から、原則として「病名もれ」を
原因とした査定減点に対する再審査請求
は認められない取り扱いとされていまし
た。しかし、本年２月10日に保団連が支
払基金本部と審査問題等について懇談を
行った際に、病名もれレセプトの取り扱
いについて「患者の症状の経過等につい
て、客観的なデータ等の関連資料に基づ
いた説明がされ、病態等が確認できる場
合には、当該レセプトに当初記載されて

いた内容と関連資料を勘案した上で、医
学的に判断し、再審査決定することとし
ており、一律に『原審通り』とする処理
は行っていない」との回答を得ています。
　レセプト提出前に病名もれのないよう
に十分留意いただくことが必要ですが、
「病名もれ」によって査定減点された場
合には、客観的な関連資料等を添付して
積極的に再審査請求することをお勧めし
ます。

「病名もれ」による減点に対する再審査請求

　

先
日
、
元
町
の
陶
器
屋
で
店

頭
に
か
わ
い
い
陶
器
の
お
雛
さ

ま
が
並
ん
で
い
た
。
陶
磁
器
し

か
な
い
の
か
と
思
っ
て
中
に
入

っ
て
２
階
に
上
が
っ
て
み
た
。

　

上
が
り
口
の
左
正
面
の
陳
列

ケ
ー
ス
の
中
に
薩
摩
切
子
が
置

い
て
あ
っ
た
。
し
げ
し
げ
と
眺

め
て
い
る
と
女
性
の
店
員
さ
ん

が
来
て
、
ど
う
ぞ
手
に
取
っ
て

見
て
く
だ
さ
い
と
い
う
。
興
奮

し
て
扉
を
開
い
て
恐
る
恐
る
手

に
取
っ
て
み
た
。
何
種
類
か
の

薩
摩
切
子
に
触
れ
て
み
た
。
タ

ン
ブ
ラ
ー
グ
ラ
ス
の
値
段
は
、

財
布
に
相
談
で
き
る
範
囲
で
あ

る
。

　

ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
に
氷
を
容
れ

て
、
ウ
イ
ス
キ
ー
や
ブ
ラ
ン
デ

ー
を
注
い
で
、
香
り
や
色
合
い

を
楽
し
む
に
は
タ
ン
ブ
ラ
ー
グ

ラ
ス
が
ぴ
っ
た
り
だ
し
、
手
の

ぬ
く
も
り
で
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

が
簿
ま
っ
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

　

最
近
好
み
が
焼
酎
や
泡
盛
に

変
わ
っ
た
。
焼
酎
に
合
う
グ
ラ

ス
は
何
が
よ
い
の
か
思
案
し
て

い
た
。
手
に
ず
っ
し
り
と
重

く
、
握
っ
た
感
触
、
芋
焼
酎
に

ぴ
っ
た
り
の
色
合
い
な
ど
、
ゆ

っ
く
り
考
え
て
い
た
。

　

そ
こ
に
店
主
が
来
て
、
ど
う

ぞ
気
に
い
っ
た
ら
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
と
い
う
。
値
引
き

し
ま
す
の
で
、
支
払
は
都
合
が

つ
い
て
か
ら
で
よ
い
で
す
よ
と

い
う
。

　

わ
た
し
が
気
に
入
っ
た
切
子

に
つ
い
て
相
談
し
て
み
る
と
、

そ
の
切
子
は
め
っ
た
に
入
荷
し

薩
摩
黒
切
子
と
の
出
会
い
㊦

高
砂
市　
　

岡
部　

桂
一
郎

　

神
戸
空
港
は
２
０
１
２
年
２

月
16
日
で
開
港
か
ら
丸
６
年
を

迎
え
た
。

　

空
港
の
当
初
の
需
要
予
測
は

２
０
１
０
年
で
４
２
０
万
人
。

し
か
し
、
実
際
の
搭
乗
者
数
は

２
２
１
万
人
と
、
需
要
予
測
の

５
割
に
す
ぎ
な
い
。
２
０
１
１

年
は
２
５
０
万
人
を
超
え
た

が
、
依
然
、
需
要
予
測
を
下
回

っ
て
い
る
。
現
状
打
開
の
た

め
、
市
は
発
着
枠
と
運
航
時
間

（
７
時
〜
22
時
）
の
規
制
緩
和

を
求
め
る
が
、
有
効
な
手
を
打

て
ず
に
い
る
。

　

当
時
も
今
も
、
国
が
最
優
先

す
る
の
は
「
関
空
、
伊
丹
統

合
」
と
事
実
上
の
神
戸
外
し
。

着
陸
料
収
入
は
伸
び
ず
、
黒
字

運
営
は
厳
し
い
状
態
。
発
着
料

は
ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
の
10
倍
。
韓
国
仁
川
（
イ
ン

チ
ョ
ン
）
に
顧
客
を
と
ら
れ
て

当
た
り
前
。

　

国
の
狙
い
は
、
巨
額
の
負
債

を
抱
え
る
関
空
救
済
で
あ
り
、

06
年
に
開
港
し
た
神
戸
空
港
に

つ
い
て
は
各
種
団
体
が
反
対
運

動
を
展
開
。
空
港
建
設
差
し
止

め
訴
訟
で
神
戸
地
裁
は
原
告
の

訴
え
を
棄
却
し
神
戸
市
は
勝
っ

た
が
、
判
決
文
で
は
、（
イ
）な

ぜ
神
戸
空
港
が
必
要
な
の
か
素

朴
な
疑
問
が
あ
る
と
し
た
上

で
、（
ロ
）財
政
計
画
に
ふ
れ
、

収
支
が
成
り
立
た
な
い
恐
れ
あ

り
と
し
、
ま
た
、（
ハ
）安
全
に

つ
い
て
も
問
題
が
な
い
と
は
い

え
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

高
砂
市　
　

多
木　

喬
郎

神
戸
空
港
は

破
た
ん
寸
前
？

な
い
薩
摩
黒
切
子
で
す
、
一
部

の
フ
ァ
ン
に
人
気
が
あ
り
ま

す
、
と
。

　

薩
摩
ビ
ー
ド
ロ
と
島
津
斉
彬

公
や
薩
英
戦
争
の
話
、
１
２
０

年
の
中
断
後
、
昭
和
60
年
に
斉

彬
公
ゆ
か
り
の
磯
の
地
で
完
全

復
元
が
始
ま
っ
た
経
緯
を
聞
い

た
。
薩
摩
町
の
ビ
ー
ド
ロ
工
芸

館
製
で
50
代
の
ガ
ラ
ス
職
人
が

造
っ
た
製
品
で
す
、
お
す
す
め

の
品
で
す
と
い
う
。

　

そ
の
製
品
を
手
に
と
り
鑑
賞

す
る
時
に
、
薩
摩
の
歴
史
と
薩

摩
隼
人
の
心
意
気
を
感
じ
る
。

日
本
の
最
南
端
、
黒
潮
と
桜
島

の
溶
岩
の
色
、
黒
土
の
堆
積
し

た
土
壌
、
紺
碧
の
海
を
舞
台
に

し
て
育
ち
、
明
治
維
新
で
殉
死

し
た
若
者
た
ち
や
偉
人
た
ち
の

面
影
。

　

西
南
の
役
に
出
陣
す
る
際

に
、
馬
上
盃
を
ぐ
ー
っ
と
飲
み

干
し
、
盃
を
馬
上
か
ら
捨
て
去

っ
た
若
武
者
の
潔
い
勇
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。

　

結
果
、
神
戸
市
は
空
港
島
の

土
地
を
大
幅
値
下
げ
し
て
、
最

近
や
っ
と
１
区
画
売
れ
た
が
、

95
％
と
大
半
が
売
れ
残
っ
て
い

る
。

　

神
戸
市
は
06
年
に
開
港
し
た

時
、
総
事
業
費
３
１
４
０
億
円

の
償
還
を
市
債
、
空
港
島
の
土

地
売
却
で
行
い
、
空
港
管
理
収

支
も
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る

ゆ
え
、
新
都
市
整
備
事
業
会
計

か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
、
し
の

ぐ
と
い
う
。
し
か
し
、
３
空
港

の
パ
イ
は
一
定
で
あ
る
た
め
、

利
用
者
獲
得
も
限
度
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

も
し
も
、
市
債
の
償
還
が
で

き
ず
債
務
不
履
行
（
デ
フ
ォ
ル

ト
）
に
な
っ
た
ら
、
市
民
や
市

債
を
買
っ
た
者
を
ど
う
し
て
く

れ
る
。
今
の
間
に
市
債
を
売
り

逃
げ
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
債
も
同

様
の
理
由
で
売
り
始
め
て
い
る

人
々
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
。

い
役
か
ら
、
だ

ん
だ
ん
ス
タ
ー

へ
の
階
段
を
上

っ
て
い
く
ん

だ
。

　

洋　

ジ
ョ
ー

ジ
は
ペ
ピ
ー
が

魅
力
的
に
見
え

る
よ
う
に
、
唇

の
上
に
付
け
ぼ

保団連が基金本部に要請

〈介護保険・居宅療養管理指導〉
Ｑ１　①利用者の都合等により、同一建
物居住者であっても、午前と午後の２回
に分けて居宅療養管理指導を行わなけれ
ばならない場合、②同一世帯の利用者に
同一日に居宅療養管理指導を行った場
合、③同じマンションに、同一日に同じ
居宅療養管理指導事業所の別の歯科医師
がそれぞれ別の利用者に居宅療養管理指
導を行った場合は、どのように算定しま
すか。
Ａ１　いずれも「同一建物居住者に行う
場合　450単位」で算定します。
Ｑ２　①同一敷地内または隣接地に棟が
異なる建物が集まったマンション群や公
団住宅等の場合、②外観上明らかに別建
物であるが渡り廊下のみで繋がっている
場合、③同一の集合住宅等に居住する複
数の利用者に対して、同一日に２人に訪

問診療を行う場合であって、１人は訪問
診療のみを行い、もう１人は訪問診療と
居宅療養管理指導を行う場合は、どのよ
うに算定しますか。
Ａ２　いずれも「同一建物居住者以外に
行う場合　500単位」で算定します。
Ｑ３　住民票の住所は自宅だが、現在は
グループホームに居住している患者さん
の場合、居宅療養管理指導費はどのよう
に判断しますか。
Ａ３　実際の居住場所で判断します。
Ｑ４　歯科医師による居宅療養管理指導
について、ケアマネジャーへの情報提供
が必要になったが、月に複数回の居宅療
養管理指導を行う場合でも、毎回情報提
供が必要か。
Ａ４　毎回行うことが必要です。なお、
医学的観点から、利用者の状態に変化が
なければ、変化がないことを情報提供す
ることや、利用者や家族に対して往診時
に行った指導・助言の内容を情報提供す
ることでよいとされています。また、利
用者が居宅療養管理指導以外の介護保険
サービスを利用していない場合や利用者
・家族が自らケアプランを作成している
場合に限っては、ケアマネジャーへの情
報提供を行わなくても算定できます。



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から
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（８）第１６８６号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１２年(平成２４年)５月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

－保険診療のてびき・655－

第20回
日常診療
経験交流会
演題より

洲本市・たかたクリニック　 高田　裕（医師）

患者満足度の把握に
外来アンケートを実施して

などがある。断酒会、趣味の会、パソコ
ン勉強会などを定期的に実施している。
　このたび、客観的に患者満足度を把握
することを目的として、外来アンケート
を実施することとした。

２．アンケート結果
　2011年５月23日～28日の６日間に来院
した患者全員に、無記名でアンケートを
実施した。小児、高齢者で回答困難者に
ついては、付添者に回答してもらった。
163人の回答が得られた（図１）。
　当クリニックを選んだ理由として、医
師がいい61.3％、近いから47.9％、待ち
時間が少ない36.8％、家族・知人のすす
め14.7％、評判がいい14.1％などがあが
っていた（図２）。
　満足度では、医師の対応、受付窓口の
対応、診察待ち時間、診察時間、看護師
の対応、診療内容が上位を占めた。交通
の便、清掃、待合室、駐車場、トイレ、
自動販売機と続いた（図３）。
　最後に、「知人等に当クリニックを紹
介したいと思いますか」という設問に
は、73％がそうしたいと回答した（図
４）。

３．患者満足度をあげるために
　待ち時間を短く、診察時間を長くする
ためには、図５の実線で示す流れが理想
であり、破線の流れを避けることであ
る。
　そのための工夫として表１を、また、
待ち時間短縮のために表２を実施してい
る。

４．考察
　患者満足度に最も影響を及ぼす因子と
して、医療の質、医師の対応、職員の対
応、待ち時間、診察時間などを想定し、
対応してきた。今回アンケートを実施し
て、そのことが裏付けられた形となっ
た。
　現在、待ち時間ゼロ作戦と称して、受
付から帰るまで30分以内を目標に、様々
な工夫をしてきた。電子カルテによるペ
ーパーレス、呼び込みの工夫、説明への
パソコン活用、携帯端末の利用などであ
る。
　今後も定期的にアンケートを実施し、
満足度の向上をめざして、楽しい診療を
実施していけるよう努力していきたい。

１．はじめに
　当クリニックは、淡路島のほぼ中央郡
部に位置する無床診療所である。
　通所リハビリを併設し、内科・小児科
・消化器科・外科・リハ科・放射線科を
標榜している。スタッフは医師１人、看
護師３人、事務２人、ST１人、介護職

員６人である。
　外来患者数は１日50～70人、一次救急
対応、在宅ケア、予防活動に力を入れて
いる。医療設備として、電子カルテによ
るペーパーレス、デジタルレントゲン撮
影装置、超音波断層撮影装置、経鼻内視
鏡、骨密度計、ホルター・負荷心電計、
肺機能測定器、各種物療・リハビリ機器

アンケート内容

クリニックのサービス向上のためアンケートを実施致しましたので、ご協力をお願い致します。
患者様または記入者様の年齢・性別は？（　　）才　男・女
１．当クリニックを選択した理由（複数回答可）
　イ．近いから　ロ．設備や施設がよい　ハ．医師がいい　二．駐車場がある
　ホ．交通の便がいい　へ．言葉遣いや態度　ト．他院からの紹介　チ．家族や知人のすすめ
　リ．評判がよい　ヌ．待ち時間が少ない
　ヲ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．満足度について
　イ．交通の便 　ト．受付窓□の対応
　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない 　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない
　ロ．駐車場 　チ．医師の対応
　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない 　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない
　ハ．待合室 　リ．看護師の対応
　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない 　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない
　二．トイレ 　ヌ．診察待ち時間
　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない 　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない
　ホ．自動販売機 　ル．診察時間
　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない 　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない
　へ．清掃の行き届き方 　ヲ．診療内容
　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない 　　１．満足　２．普通　３．不満　４．わからない
３．知人等に当クリニックを紹介、推薦したいとおもいますか？
　　１．したい　２．どちらともいえない　３．したくない　４．わからない
４．当クリニックへの要望、感想等ご自由にお書きください ご協力ありがとうございました

表２　待ち時間短縮のために

◆受付から帰るまで30分以内
◆診察時間は長く
◆患者数の制限（一日80、半日40）
◆電子カルテのメリットを活用
◆呼び込みの工夫
◆動線を少なく
◆医師の待つ時間をなくす
◆コメディカルの活用

表１　診察の工夫

◆電子カルテによるペーパーレス
◆問診は患者さんと確認しながら
◆検査結果、画像データも一緒に
◆処方内容、副作用も確認
◆処方箋、会計はリアルタイムで薬局、受付へ
◆インターネット、タブレット端末の活用
◆指導内容も指導しながら入力
◆紹介状、診断書も相談しながら作成
◆負担額も確認できる

■分科会の話題を募集します■

　年に一度、日常診療上の創意・工夫や研究内容を発表し交流する日常診療経験
交流会。本年のメインテーマは「五感！六感!!ふれあう医療～感性を研ぎすまし
て（仮）」。医師・歯科医師・薬剤師、メディカルスタッフのみなさん、ふるって
分科会への話題提供にご応募ください。
日　時　10月28日（日）10時～17時　
会　場　神戸市産業振興センター９階
　　　　（JR神戸駅、高速神戸駅から南へ徒歩７分～10分・ハーバーランド内）
企　画　分科会発表、ポスターセッション、医科・歯科・薬科交流企画「抗凝固

剤の最近の知見」（仮）、特別企画「今さら聞けない、教えて」コーナー、心肺蘇
生法実技講習会、情報ネットワークコーナー、趣味の展示会、プレ企画など。
〈分科会の話題提供テーマ〉　締　切　８月31日（金）
　メインテーマ、日常診療、在宅・地域医療、病診・診診、医科・歯科・薬科の
連携・工夫、東日本大震災関連など。掲示板によるポスターセッションも歓迎。
400字程度の要旨、スライドの有無・枚数などをお知らせください。

■特別企画「今さら聞けない、教えて」コーナー　質問テーマ募集■

　医科・歯科・薬科の連携へ、他科に聞いてみたいちょっとした質問をお寄せく
ださい。回答は当日行います。【テーマ例】「こんなときどうする」「医科・歯科
・薬科がお互いに知っておくべきこと」「薬の服薬指導、飲み合わせ」「日常診療
の成功例・失敗例」「医療訴訟事例の紹介」「災害時の備え」など。

第21回日常診療経験交流会

お問い合せ・お申し込みは、☎078－393－1803、FAX078－393－1802まで

図５　診察の流れ
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図１　アンケート実施者の年齢性別
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図４　推薦したいか
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図２　クリニックを選んだ理由
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図３　満足度について
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